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Access Map Website

立 正 大 学  地 球 環 境 科 学 部
〒 360-0194 埼玉県熊谷市万吉 1700　〔 学部事務室 〕048-539 -1630　 〔 入試センター直通 〕03-3492-6649

熊谷
キャンパス

熊谷
キャンパス

品川
キャンパス

熊谷駅南口および森林公園駅北口より、
立正大学生はバスを無料で利用できます。
●熊谷駅南口より10 分
●森林公園駅北口より12 分「立正大学」下車

熊谷キャンパス360° VRツアーはこちら！
https://www.ris.ac.jp/kumagaya360
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〔 学部特設サイト 〕
http://ris -geo.jp/admission/

〔 環境システム学科 〕
 ht tp : //r issho - es . jp/

〔 地理学科 〕
 ht tp : //r issho -map . jp/

〔 地球環境科学部 LINE 相談室 〕
入 試や大 学 生活についてなど、
何でもお気軽にご相 談下さい。



地球をケアする使命

「CARELOGY（ケアロジー）」とは、「care」＋「logy」を組み合わせた造語で、立正大学の

研究ビジョンです。人種、経済格差、環境等に関連するさまざまな問題について、人間と社会、

人間と自然といった「関係」に着目し、修復（ケア）をめざす研究・アプローチです。地球環境

科学部は、深い専門性と文理融合による広い視野をもって、人と地球の新たな関係の構

築をめざし、持続可能な社会の実現に向け有為な人材育成に取り組んでいます。

SDGs（エス・ディー・ジーズ）とは、2016 年の国連サミットで採択された「Sustainable 

Development Goals （持続可能な開発目標）」 のこと。2030 年までの国際目標とし

て、現在、以下の 17 のゴールに向けて世界各国で取り組みが進められています。

※パンフレット内に記載されている SDGsマークや四角内の数字は、掲載内容と特に関連の深い SDGs 目標を表しています。

未来をつくる役割

CARELOGY SDGs

What’s SDGs?

環境システム学科では「生物・地球コース」、「気象・水文コース」

を設け、環境科学を体系的かつ多角的に学修します。生物・地学・

気象・水文・情報の 5 領域からのアプローチで総合的な知識を

身につけ、実践的な調査法を修得。こうした学びをとおして、気

候変動の影響、海洋・海洋資源の保全、陸域生態系の保護や森

林保全と砂漠化の阻止といった、SDGs で重要な環境問題の解

決について、実際に取り組み貢献できる人材を育成します。

〔 環境システム学科 〕
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地理学の目標は、自然環境の負荷を軽減しながら限りある資源を

活用し、貧困のない安全で公正な社会を構築することです。近年

の多様な災害の頻発により、社会の構築に携わる誰もが適切な

教育を受け、課題解決に取り組むことが急務となっています。地理

学科では「人文地理学」「地図・GIS・測量」「自然地理学」の三つ

の柱から、地球上で起きていることを多角的に理解し、問題解

決に向けて主体的に貢献できる人材を育成します。

〔 地理学科 〕
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社会で活躍する為に 将来像から比較する地球環境科学部の学び

学部共通の
高度な学び

学生研究
  プロジェクト

〔 GIS 学術士 〕

GIS とは地理情報科学およ

び地理情報システムを指し、

地理空間情報をコンピュー

タを使用して分析・解析す

ることができます。

環境調査やコンビニエンス

ストア等の出店計画にも役

立ちます。

〔 学生主体の研究活動 〕

地球環境科学部では、学年・

学科・研究室の垣根を越え

た、学生によるグループ研究

を応援しています。研究テー

マが採択されると、最大 20

万円まで研究費が助成されま

す。過去には、人が植物の

分布拡大に与える影響の研究

や、福島県南会津郡只見町の

観光山菜園の運営についての

研究、沖縄県鳩間島の海洋

生物起源の堆積物の研究等

を実施しました。学生の自由

な発想力と行動力、仲間と協

力して問題の解決に挑戦する

力、広く成果を発信する力に

期待しています。

〔 測量士補 〕

土木工事や地籍調査で行

われる測量の実施に必須の

測量士の補助を行い、１年

間の実務経験で測量士とな

れる国家資格が測量士補で

す。関連科目の単位を取得

することで卒業後、資格を

得られます。

〔 先取り履修制度 〕

３年次までに優秀な成績を

修めており、立正大学大学

院地球環境科学研究科へ進

学を希望する学生は、４年

次に大学院の授業科目を一

部先取りして学ぶことがで

きます。

■ 気象予報士
■ 公害防止管理者
■ 測量士
■ 技術士補
■ 環境計量士
■ 環境管理士
■ 防災士
■ 鉱物鑑定士
■ 環境社会検定（eco 検定）
■ 天気検定
■ ITパスポート試験
■ マイクロソフトオフィス スペシャリスト
■ 情報処理技術者　等

◆以下については、資格取得に必要な知識を得るために役立つ授業があります。

卒業後の将来像 必要な能力 その能力を養うための授業例 取得可能な免許・資格 就職データ

環境保全や
自然保護に
関わる仕事

環境に関する
幅広い知識

■ 環境気象学概論
■ 環境水文学概論
■ 環境生物学概論

■ 地圏環境学概論
■ 環境情報学概論　等

自然災害を
未然に防ぐための
取り組み

地表や地下の歴史を読み取り
将来を予測する能力

■ 環境地形学
■ 防災地圏環境学
■ 環境地質学　

希少野生動植物の
保護管理に
携わる仕事

環境科学と関係が深い
生態学の知識　　　　　　　

■ 動物と環境
■ 植物と環境
■ 生物の多様性　等

自然環境の状況を
正確に測定・把握し
情報を取得する仕事

野外調査と室内分析を
適切な方法で行える能力

■ 環境調査の基礎および実習
■ フィールドワーク
■ セミナーの基礎

情報通信技術（ICT）を
活用した環境に優しい
街づくりの立案

コンピュータを利用してさまざまな
環境情報を解析できる能力

■ プログラミングの基礎
■ 画像情報処理の基礎
■ 空間情報システム実習　等

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

環境意識の向上により、一般企業でも環境問題に精通した人材が求められ
ています。環境コンサルタント等の専門分野への就職だけでなく、その他
の業種へ就職して環境関連の部門で活躍している先輩も数多くいます。

単位で免許・資格取得

試験合格で取得

くわしいカリキュラムは
こちらからご覧いただけます。

卒業生の主な就職先（過去３年間）

詳しい授業科目はWEBで！！
P.08 ▶︎ 

卒業後の将来像 必要な能力 その能力を養うための授業例 取得可能な免許・資格 就職データ

旅行企画を考え
現地でガイドを
する仕事

諸外国の生活や文化に関する
幅広い知識や情報を身につける

■ 観光地理学
■ 観光資源とまちづくり
■ 海外調査法およびフィールドワーク

■ アジア･オセアニア地誌
■ ヨーロッパ・アフリカ地誌
■ 日本地誌　等

◆以下については、資格取得に必要な知識を得るために役立つ授業があります。

※はエクステンション講座等で
　バックアップしております。（P17へ）

鉄道等の
交通システムを
構築する仕事

交通と地域との関わりに
理解を深める

■ 交通地理学
■ 工業地理学
■ 流通地域論

■ 日本地誌
■ 地理情報システム論および実習　等

人や資本の
流れを作り出し、
提言する仕事

立地や商圏を
調査・分析できる能力

■ 都市地理学
■ 人口と地域
■ 首都圏の環境と生活

■ 地域データ分析法
■ 地理情報システムの応用および実習　等

都市開発に必要な
測量や地図作成を
行う仕事

測量や地図を
製作・加工できる能力

■ 地図と測量の科学
■ 測量学および実習
■ 地理情報科学の基礎

■ 地理情報システム論および実習
■ 地図表現と地図作成
■ 地図画像処理論および実習　等

地域住民の
声を聴き
課題を解決する仕事

さまざまな角度から
「地域」を見る能力

■ 都市のアメニティ
■ 都市地理学
■ 都市と地域の計画

■ 地域景観の保全と復原
■ 観光資源とまちづくり
■ 地域の自然誌　等

防災計画の立案や
自然環境の
保全を行う仕事

自然環境について学び
幅広い専門性を身につける　　　　　　　　

■ 地形学
■ 自然災害と地域
■ 災害・防災地図の作成と利用

■ 自然環境とまちづくり
■ 地域開発と環境問題
■ 地域自然情報の活用　等

地
理
学
科 卒業生の多くは地域社会や自然環境に関する専門知識や能力を身につけた

人材として社会で評価されており、測量や地図・GIS といった専門分野に
加えて行政、教育、旅行、運輸等の幅広い分野で活躍しています。

卒業生の主な就職先（過去３年間）単位で免許・資格取得

試験合格で取得

くわしいカリキュラムは
こちらからご覧いただけます。

多彩な授業科目一覧はこちら
P.16 ▶︎ 

気象に関するさまざまな
データを処理して
現象の予想を行う仕事

さまざまな大気現象について
正確な考察ができる能力

■ 気候・気象学
■ 大気大循環論
■ 総観気象学

■ 気候変動論
■ 都市大気環境　等

水の流れとその水質に
関わる診断および
その修復に関わる仕事

地球上の水や物質の動きを
循環の視点で捉える能力

■ 人間活動と物質循環Ⅰ（大気と水の循環）
■ 人間活動と物質循環Ⅲ（人間活動と環境汚染）  等

■ 環境化学実験　等

■ 自然災害のメカニズム　等

■ 中学校（理科）
　高等学校（理科）
　高等学校（情報）
■ 博物館学芸員

■ GIS 学術士
■ 測量士補
■ 自然再生士補
■ 学校図書館司書教諭

■ 中学校（社会）
　 高等学校（地理・歴史）
■ 博物館学芸員
■ GIS 学術士
■ 測量士補

■ 地域調査士
■ 社会教育主事
■ 社会福祉主事
■ 学校図書館司書教諭
■ 図書館司書

■ 国内旅行業務取扱管理者※
■ 総合旅行業務取扱管理者※
■ 国内旅程管理主任者
　（ツアーコンダクター）※
■ 地図地理検定※
■ 測量士
■ 土地家屋調査士

■ 不動産鑑定士
■ 気象予報士
■ 情報処理技術者
■ 観光英語検定
■ 旅行業英語検定
■ 技術士
■ 技術士補　等

地図製作・測量 ▶ゼンリン、武揚堂、朝日航洋、アジア航測、パスコ、国際測地、大輝
都市・不動産・建設コンサルタント ▶川崎地質、日本技術コンサルタント、東電用地、アッ
プル、ケイアイスター不動産、タマホーム、栃木セキスイハイム
鉄道・運輸・旅行・観光 ▶全日本空輸、JR 東日本、JR 東海、小田急電鉄、大阪市高
速電気軌道、関東鉄道、秩父鉄道、北陸鉄道、日本旅行、名鉄観光サービス、はとバス、
国際自動車、日本交通　
金融 ▶日本郵便、京葉銀行、静岡銀行、佐野信用金庫、佐原信用金庫、宮崎都城信用
金庫、第一生命保険　
製造・流通・サービス ▶不二サッシ、セブンイレブン・ジャパン、ノジマ、コーナン商事、マッ
クスバリュ関東、エン ･ジャパン、博報堂プロダクツ、ディップ、アダストリア、ラコステジャ
パン、三菱商事ロジスティクス、羽田空港サービス、セコム、農業協同組合（各地）　
公務・団体職員・教員・教育 ▶青森県庁、荒川区役所、熊谷市役所、秩父市役所、入
間市役所、草加市役所、伊勢崎市役所、北杜市役所、北上市役所、警視庁、長崎県警、
東京消防庁、水資源機構 
大学院進学 ▶立正大学大学院、Dublin City University、筑波大学大学院、北海道大学
大学院

地理学科の
就職実績

2021年
3月卒業生まで

地図・測量・環境・建設 ▶一般財団法人日本気象協会、株式会社ウェザーニューズ、
川崎地質株式会社、環境資源開発株式会社、共同エンジニアリング株式会社、一般
財団法人　栃木県環境技術協会、株式会社東京ソイルリサーチ、中日本ハイウェイ・
エンジニアリング東京株式会社、株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング、新日本
環境調査株式会社
情報通信業 ▶エヌ・ティ・ティ・システム開発株式会社，富士ソフト株式会社，エヌ・ティ・
ティ・システム開発株式会社，株式会社ジャパン・コンピュータ・テクノロジー，株式会
社富士通マーケティング、富士情報通信株式会社、株式会社リクルートスタッフィング
情報サービス
公務・教員・教育 ▶警視庁、埼玉県警察、富山県警察、群馬県庁、調布市、江戸川区、
熊谷市、東松山市、毛呂山町、鹿嶋市、平塚市、今治市、学校法人立正大学学園、
沖縄県教育委員会、国立研究開発法人防災科学技術研究所、独立行政法人水資源機構、
独立行政法人労働者健康安全機構、独立行政法人地域医療機能推進機構、熊谷市立
富士見中学校、境町立境第一中学校
機械・化学・技術 ▶株式会社アテック、日本瓦斯株式会社（ニチガス）、大商硝子株式会社、
新日本瓦斯株式会社、高砂熱学工業株式会社、株式会社ウイルテック、日京テクノス
株式会社、ホーチキ株式会社、株式会社前澤エンジニアリングサービス、日本環境クリアー
株式会社
鉄道・運輸 ▶東京浜急行電鉄株式会社、ＡＮＡ新千歳空港株式会社、ＡＮＡエアポー
トサービス株式会社、株式会社スターフライヤー
一般 ▶さいたま農業協同組合、新潟みらい農業協同組合、 宇都宮農業協同組合、株式
会社和光ケミカル 、株式会社栗原医療器械店、 株式会社関東甲信クボタ
進学 ▶立正大学大学院、東京大学大学院、北海道大学大学院理学院、筑波大学大学院、
首都大学東京大学院、 上越教育大学大学院、総合研究大学院大学

2021年
3月卒業生まで

環境
システム学科の

就職実績
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地質調査でルートマップを
作っている様子

NIIGATA

フィンランド測量局で
地形図を閲覧

HELSINKI, FINLAND

干し草集出荷場の見学
WASHINGTON State, USA

日本最長の私道「宇部興産専用道路」を走る
セメント原料輸送車両の見学

UBE,YAMAGUCHI

マッターホルンを望む
リッフェル湖での水質調査

ZERMATT, SWITZERLAND

土地利用調査と分布図作成
NAGO, OKINAWA

ウベア島における
ラグーンの観察

NEW CALEDONIA

刻まれた災害と
復興の記憶を知る景観観察

HAKODATE, HOKKAIDO

塩田跡地にマングローブの苗を
植えている様子

HO CHI MINH, VIETNAM 

温泉水の水質調査を
行っている様子

NAGANO

森林限界（約 2,500m）を超えた
高山帯での生物観察

NAGANO / GIFU

中津川にて水質調査を
行っている様子

NAGANO

豫園周辺の土地利用の調査を
行っている様子

SHANGHAI, CHINA
アスマン通風乾湿計を
用いて気温観測を行っている様子

IBARAKI

荒川河川敷で河床の
調査をしている様子

SAITAMA

日本各地や海外で

フィールドワークを体験できます。

その地域に詳しい教員の引率により

現地調査を行ないます。

教室で行われる講義だけでは地域

の問題を発見したり、解決したり

することはできません。実際に町

を歩き、自然に触れることで、地

理学的な観察眼を養っていきます。

現 地では教 員に教えてもらうだけ

でなく個人（グループ ）調 査も行

うため、人間関係も密接となりま

す。講義で学んだ知識を現地で生

かし、現 地で体験したことを知識

に還流することで、理 解が一層深

まっていきます。

環境システム学科では、各学年で

必修のフィールドワーク実習が設

けられています。1 年 次の「 学 修

の基礎Ⅱ」は学年全体で、2 年次

の「フィールドワーク」は分野ごと

に、3 年 次の「 セミナー の 基 礎 」

は研究室ごとにフィールド調 査を

行い、学年進行とともにより専門

的な調査方法を学びます。これら

の知識・技術は、4 年次に卒業研

究を行う際の基礎力となります。

Faculty of Geo-Environmental Science

Fieldworks

高山植物の女王コマクサ

O V E R S E A S

ニッ
パヤ
シを伐

採

み
ん
な
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
！

環境システム学科

地理学科

下地島の海岸における、
津波石の班ごとの簡易測量

MIYAKOJIMA, OKINAWA
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2021年度は十分な感染症対策
をした上で実習を行いました。

町役場職員への聞取り調査
SHODOSHIMA, KAGAWA
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環境水文学

「環境水文学」では、世界中のあらゆ
る“水”を扱います。水の循環や水
質、さまざまな特徴をもつ水を観測・
分析し、科学的に理解していきます。
SDGs との関連では、安全な水と衛
生の確保の観点から、地下水や地表
水の利用や水質汚染の問題、持続可
能な水利用、淡水域における動植物
の絶滅危惧種や外来種等の問題、乾
燥地の問題等、自然環境から人の暮ら
しまで、水に関する多様な問題で貢献
する分野です。

学びの領域

地球環境の
正確な
理解

基礎を
固めて

発展させる

現代自然科学の
基本技術

ICT
自然環境の諸要素とそれらの相互関係の
理解、 幅広い視野と技術を備えた「環境

コーディネーター」をめざし、豊富な
実験やフィールドワークをとお

して学修します。

1 年次は基礎科目、2 年次は専門科目、3 年
次はセミナー、4 年次は卒業研究と、段階

的に専門性を高めるカリキュラムです。
4 年間で知識や技術を着実に

発展させます。

いまや環境問題の対策にも利用されている
ICT（情報通信技術）。先端技術を活用

し、リモートセンシング（遠隔調査）や、
地理情報システム（GIS） を

学修します。

学科の特長

〔 Topics 〕環境科学アドバンスト科目

1 年次終了時点の成績上位者のみが履修を認められ

る発展科目です。通常 1 年間で取得が可能な範囲を

超えて単位取得が可能で、3・4 年次の授業や課題に

一足早く取り組めます。5 つの領域ごとに科目が開設

されており、各領域のエキスパートである教員のもと、

マンツーマンに近い授業で専門性の高い学修が可能。

早期に高度な内容を修得することで、その後の研究活

動やキャリア形成に自由度をもたせます。

異常気象、都市や地球の温暖化、大
気汚染といった大気に関わる問題は、
人びとの生活にも直接的に大きな影響
を与えています。「環境気象学」の学び
では、野外での気象観測や実験等に
積極的に取り組みながら研究を進めま
す。SDGs の目標にも関連する、気候
変動による地球環境の変化や人体への
影響、気候災害とそれに伴う水害への
対策や、ヒートアイランド現象と都市、
大気汚染や気象災害といった問題にも
取り組みます。

環境気象学

環境地学

地球の地形・地質的特徴は、火山噴火
や地震等の現象、超長時間の過程等、
さまざまな要因で形成されています。「環
境地学」では、固体地球の特徴が作ら
れた歴史を科学的に紐解いていきます。
水害や土砂災害の発生メカニズムや対
策といった気候変動にも関わる問題、
地熱発電や化石燃料、放射性廃棄物と
いったエネルギー問題、海洋のゴミ問
題や沿岸地形の保全等、SDGs の目標
達成にも貢献します。

環境情報学

全ての領域にまたがるのが「環境情報
学」です。自然的・社会的要素が複雑
に絡み合う環境問題の解決に向けて
は、広い視野が必要です。SDGs に
関連の深い問題は、情報のインフラや
情報サービスの普及、環境・情報教育
や産業技術の開発をはじめ、天然資源
の管理と利用、食品ロス、廃棄物の削
減と利用等といった事柄です。その他、
環境情報の整理・解析技術を応用して、
幅広い問題の解決に貢献します。

「環境生物学」は、動植物や海洋・陸
上の自然環境を研究対象とし、ヒトが
他の生物や生態系に与える影響を明ら
かにしながらヒトと生物が共存してい
く方法を考えます。適切な水産資源の
確保や海洋と沿岸の生物の保全、陸
域や淡水・山地生態系、持続可能な森
林開発や砂漠化対策、絶滅危惧種や
在来種と外来種の問題等、SDGs にも
直結する研究から、問題解決をめざし
ていきます。

環境生物学

気象予報士試験合格サポート
〔 Expert 〕

さまざまな大型機器
〔 Expert 〕

水質分析、岩石・土壌の年代測定や含有元素

分析、遺伝子解析、上空の風況を高精度で計

測できるドップラーライダー等、さまざまな大

型機器と、実験施設を備えています。実習や

卒業研究で、より高度で実践的な研究のため

に活用されています。

難易度が高い国家資格の気象予報士。本学科

では気象学に関する授業を豊富に開講していま

す。また、気象予報士問題検討会や、気象予

報士講座（有料）等も定期的に行う等、資格取

得をめざす学生をサポートしています。最近 5

年間で 4 名が合格しています。

補習授業（数学・英語）
〔 Basis 〕

再履修サポート
〔 Basis 〕

ルーム制度
〔 Basis 〕

1・2 年次は、約 10 人ずつの「ルーム」に分か

れます。各ルームには 1 名ずつ担任教員がつ

き、授業や成績等、学業の指導・相談、さら

には学生生活に関する相談等、大学生活全般

に関する事柄について細やかなサポートを受

けることができます。

1 年次必修の自然科学の基礎科目は、学科

の学びの基礎となる重要な科目です。習熟度

の低い学生は再履修によってもう一度講義を

受け、しっかりと基礎を固めることができま

す。これにより 2 年次から始まる専門科目へ

もスムーズに移行が可能です。

主に 1 年生を対象として、基礎的な学力向上

のために、任意参加の補習授業を実施してい

ます。科目は数学と英語。高校の数学をあら

ためて学びたい学生や、海外でのフィールド

ワークや論文を読むために英語力をつけたい

学生にも有益な場です。

学修サポート

 Department of Environment Systems

環境システム学科
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　自然のなかで作られる地層の美しさ

に惹かれ、地学を学べる環境システム

学 科を志 望。講 義では、温 泉や各地

の言い 伝え等 の身 近な事 柄と地 学 の

関 連 に 好 奇 心 を 刺 激されます。2 年

次には、3 年次科目のセミナーを先取

りで履 修し、 地 質 調 査で 地 層の立体

感や土の 感 触 等、 資 料では 得られな

い 数々の 発 見に感 動。 さらに、 地 圏

環 境学アドバンストで珍しい黒曜石の

分析、ベトナムでマングローブ林の 保

全、ニュージーランドで 4 週間の語学

研 修にも挑 戦しました。「大 学 生なら

やってみよう」という意 志が、さまざ

まなことに挑む力となり、行動力が培

われたと感じます。今後は、地学の学

びを地 域の防 災 対 策 等、身 近な問 題

に還元する方法を考えたいです。

ケアロジー
私の

CARELOGY

ケアロジー
私の

CARELOGY

13

11

8

　 幼 いころから夢は航 空 業 界。 運 航

管 理に不 可欠な気 象学を学 ぶため 進

学しました。 授 業 では、 気 象 以 外 の

分野やアドバンスト科目にも積極的に

取り組み、 多 面 的な視 点や高 度な知

識を修 得。大 気物理 研究 室の卒 業 研

究では、航空機の運 航に関わるジェッ

ト気流について、膨大な気候データを

用いて経 月変 化と気候 の 関 連を研 究

しました。学んだ知 識を駆使して全力

で取り組 んだ結 果、成 果は想 定 以 上

に。この研究をとおして、計画性・実

行力・思考 力と多くの面が鍛えられ、

物 事を追 究し行 動 する重 要 性を学 び

ました。 卒 業 後は航 空 会 社で 働きな

がら研究も続けるつもりです。気象の

知 識 による安 全で 効 率 的な運 航 管 理

計 画をはじめ、 情 報 や 地 学 の 知 識 に

基づいた IT・IoT 化による作 業低 減 、

災害 時 の 航 空 会 社のあり方について

考え、行動していきます。

環境システム学科 生物・地球コース 2 年〔取材時〕
埼玉県立不動岡高等学校出身

Profile

環境システム学科 気象・水文コース 4 年〔取材時〕
福岡県私立上智福岡高等学校出身

Profile

10  CARELOGY × SDGs

環境システム学科の学生・卒業生の

学びや仕事、実現したい将来の目標とは？

実現したい SD G s、「私のケアロジー」について

インタビューしました。

What's your
Carelogy?

I N T E R V I E W

My growth process

〔 環境システム学科 〕

Department of  Environment Systems

〔 1 年次 〕地学実験
専 門 的な実 験・実 習に 取り組み、 実

践 的な 学 びを得ました。 また、 気 象

をはじめ水文・生物・地学・情 報の 5

分 野に触れ、多 面 的な視 点も獲 得し

ました。

〔 内定先：株式会社スターフライヤー 〕
福岡県北九州市を拠点とする航空会社です。

「運 航の効率化」をめざした一貫性のある学

修・研究や、企業や業界へ貢献したいという

想いが内定につながったと思います。

〔 2 年次 〕環境気象学アドバンスト
成 績 上 位 者 の み が 受 講 で きる 少人

数 授 業 。 教 授 か ら は き め 細 や か で

高 度 な 指 導 を 受 け、 知 識 や プ レ ゼ

ン テーション 能 力が 大 い に 鍛 えられ

ました 。

〔 3 年次 〕セミナーの基礎
長 野 県 で 2 4 時 間 の 気 象 観 測 に 実

際 に 取り組みながら、気 象 庁 のデー

タ の 取 得 か ら 提 供 ま で の 過 程 を 学

修 。 正 確な 観 測 の 難しさを体 感しま

した。

〔 4 年次 〕大気物理学研究室
こ の 学 科 を 志 望 し た 動 機 の 一 つ、

渡 来 先 生 の も と で、 気 象 庁 等 か ら

5 0 万 も の デ ー タを 取 得 し、 9 カ月

か け て 解 析 。 想 定 以 上 の 研 究 結 果

が 出せました 。

2年生Interview

4年生Department of Environment Systems
Interview

Department of Environment Systems
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　 大 学で 環 境 問 題について知 見を深

めるほどに、 いまある自 然 環 境を次

世 代 に 残 す 役 割 を 担 いた いと 考 え、

環 境コンサルタントになりました。業

務 内 容は、自治 体や 企 業からの 依 頼

に 応じて行う、 開 発 事 業 に伴う環 境

影 響評 価や生態系の 保全対 策等。例

えば山 野での 植 生 調 査 や 外 来カメに

よる生 態 系への 被 害 問 題、最 近では

市民と協働で行う環 境 保 全 活 動の支

援 にも取り組みました。 このように、

私の 会 社は幅 広い 領 域の調 査から解

析・保 全 計 画・保 全 措 置 の実 施まで

一貫して携わります。その分、多角的

な視点とバランス感覚が必 要になりま

すが、 大 学 時 代、 自 然 環 境をシステ

ムと捉 え、 生 物 や 地 形、 気 象 等さま

ざまな 学 問 の 基 礎を 修 得したことが

いまにつながっています。生物の 保全

方 法 等 は日々進 化してい る分 野。 最

新 の動 向を注 視し、大 学 時 代に学ん

だことに 加え 新しい 知 識も 吸 収しな

がら、 自 然 環 境を後 世 に引き継ぐ活

動を実践していきたいです。

　 在 学 時 に 卒 業 研 究として、 流 域 物

質 循 環 研 究 室で人 間 活 動と河川水の

関 連を調 査・分 析した後、 現 在 の 会

社に 就 職しました。 業 務 内 容 は、 全

国の水インフラから届くサンプルの水

質を評 価し、 薬 品を用いた 水 処 理 提

案を行う、いわば “ 水のエンジニア ”。

現 場 に赴いて試 験から提 案まで一 連

の 作 業を行う機 会 が多 いため、 在 学

中の地 道なフィールドワークで培った

忍 耐 力と、 当 事 者である近 隣 住 民 へ

のヒアリングで身 につけた 積 極 性 が

生きていると感じます。また卒業 研究

で 知 った “ 当 事 者 ” との 対 話 の 重 要

性は、 いまこそ強く実 感しています。

この 仕 事 は 研 究 だけではなく、 お 客

様 が 納 得する課 題 解 決がゴール。 当

事 者目線で向き合っていくことに、自

身 や 企 業 の 成 長 があると感じていま

す。今後も業務の遂行をとおして、人

間 活 動 に 関 連 深 い 水 質をテ ーマに、

社会に貢献していきます。

間中 友紀子 さん　
水 ing株式会社
薬品事業本部 薬品技術・コスト統括　薬品技術センター 薬品開発課

環境システム学科 気象・水文コース 2015 年度卒業
鹿児島県私立屋久島おおぞら高等学校出身

Profile

鈴木 匠汰 さん　
株式会社ポリテック・エイディディ　
環境計画グループ　研究員〔取材時〕

環境システム学科 生物・地球コース 2016 年度卒業
埼玉県立小川高等学校出身　

Profile
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3 年次のセミナーでは、八甲田山で 湿 原調査を実 施 。

現 地では、湿 原の成り立ちや 湿 原の 植 物についての

レクチャーを受けた後、ベルト状に等間隔に調査区を

設置し、ライントランセクト法の植生調査を行った。

 

2 年次に学外フィールドワークで富山県東部の黒部川

扇状地で水文調査を実施した際の、宿の前でフィール

ドワーク参加メンバーとの集合写真。

My collage days 
My collage days 

Department of Environment Systems

Department of Environment Systems

卒業生 卒業生Department of Environment Systems Department of Environment Systems
Interview Interview
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研究室

鈴木パーカー 明日香 専任講師

Modeling for better understanding of 
climate system and human health
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環境システム学科では、世界規模の大きな課題にも挑める専門性の修得をめざしています。

研究室では、まず身近な自然環境に積極的に触れてその本質をしっかり理解し、

専門家に必要な行動力と技術力を磨きます。

須田 知樹 教授

生態系保全の提言を
行動して考える

現在、世界では 1 分間に東京ドーム 2 個
分の面 積の森 林が 消失しています。そし
て、 森 林 の 保 護 が 1 日遅 れると、74 種
の 生物が 絶 滅すると言われています。今
日行った研究は、明日の森林保護に役に
立たないかもしれません。もはや 生 態 系
保全の分野においては、目的を達 成する
ために研究するのではなく、その方法で
目的に到達できるかを検証するものとなっ
ています。この研究室では、陸 域 生態系
の保護、回復、持続可能な利用の推進の
ために、日本における生態系保全の理論
と実際を手で学び、脚で見て、肌で感じて、
その後に目的到達のための提言を頭で考
えています。行動することを身につけた卒
業生は、生態系保全の分野以外でも活躍
しています。

後
藤 

真
太
郎
　
教
授

環境問題の解析は、病院のレントゲンと検査で病巣と病名を特定す
るプロセスと似ています。まず、人工衛星や航空機からの画像や現
地の観測データからジオインフォマチックス技術で情報を取り出して
観測し、データサイエンスを用いて解析。数理モデル等で環境問題
との関係をさらに解析・評価します。この研究室では、このようなプ
ロセスをさまざまな環境問題に適用しています。例えば、1500 年前
から熊谷周辺で営まれている農業文化「谷津沼農業」の日本・世界
遺産登録をめざす事業が産学官民連携で進められ、広域にわたる風
土と人びとの共創関係の可視化、ドローン等を用いたスマート農業
の導入、6 次産業化等による経済循環の創出支援を行っています。

昨今の世界においては、人為的地球温暖化等に伴う気候変動の
影響評 価と、温暖 化に対する緩和・適 応策の策定・実行が急が
れています。気候変動による影響は広範囲に渡りますが、この研
究室では、「一般市民が感じる身近な気象現象」と「人間の健康」
にフォーカスして研究しています。具体 的には、気候モデルを用
いたシミュレーション研究や、既存観測データを用いた解析等を
通じて、台風やフェーン等の身近な気象現象が長期的な気候変動
とどのような関係があるのか、そのメカニズムは何なのかを明ら
かにする研究を行っています。また、身近な気象現象、ひいては
長期的な気候変動が、人の健康にどのような影響を与えるのか調
査しています。
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環境システム学科の研究室

○は担当教員の研究テーマ
●は所属学生・院生の研究テーマ

米林 仲 教授

過去における植物群落の空間配置の復元、
植物群落と環境の歴史的変遷

生物圏環境変遷学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶自然環境保全　▶絶滅危惧植物　▶外来植物対策

〔 主な研究テーマ 〕
○植物群落と環境の歴史的変遷の復元
●火入れ管理による草原性希少植物の保全
●侵略的外来植物の分布と生育環境

11 15

北沢 俊幸 准教授

河川～浅海における地形・地層の
形成プロセスと土砂移動

地形地質環境研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶地形　▶地層　▶侵食運搬堆積

〔 主な研究テーマ 〕
○河口や干潟の堆積環境
●横ずれ断層による河川地形の変化過程
●河床におけるポットホールの形成条件

7 13 14

岩崎 望 教授 

プランクトン、ベントスなどの
生態と生息環境の研究

環境生態学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶海洋生物　▶海洋生態系　▶食物連鎖

〔 主な研究テーマ 〕
○宝石サンゴの持続的利用に関する研究
●○底生性カイアシ類の分類と生態学的研究
●水域におけるマイクロプラスチックの挙動に関する研究

12 14

神澤 望 助教

陸と海が生み出す
季節的な大気循環と降水

アジアモンスーン気候学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶アジアモンスーン　▶気候変動　▶気候シミュレーション

〔 主な研究テーマ 〕
○夏季アジアモンスーン降水量の将来変化
○熱帯の対流活動が日本の気候に与える影響

11 13

櫛田 優花 助教

海洋無脊椎動物の
種多様性と系統進化

生物多様性・進化系統学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶八放サンゴ類　▶適応進化　▶分子系統学

〔 主な研究テーマ 〕
○ ウミエラ類における種多様性と系統分類
○ 骨片に着目した深度適応機構の解明

川野 良信 教授

岩石・鉱物の化学組成から
地球環境を考える

環境岩石学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶岩石鉱物　▶化学分析　▶環境汚染

〔 主な研究テーマ 〕
○北部フォッサマグナ分布する花崗岩類の岩石学的研究
●秩父堆積盆地中新統最下部に見られるアルコース質砂岩の起源
●渡良瀬川底質にみる汚染土表層崩壊による影響

15

下岡 順直 准教授

熱ルミネッセンス・光ルミネッセンス法による
表層環境変化に関する年代測定

環境年代学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶古文化財科学　▶第四紀環境　▶放射線計測

〔 主な研究テーマ 〕
○ 年代測定と被熱温度推定
○ 環境教育に関する教材開発
● ルミネッセンス年代測定

11 13

鈴木パーカー 明日香 講師

Modeling for better understanding of 
climate system and human health

大気環境モデリング研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶気象学　▶数値モデル　▶気候変動

〔 主な研究テーマ 〕
○温暖化と都市化に伴う暑熱環境の将来予測
○台風接近に伴う気温上昇とその健康影響
●地表面状態と短時間強雨に関するモデル研究

3 13

14 14

関根 一希 講師

遺伝子からみる水生昆虫の
多様性と進化

分子生態遺伝学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶ 水生昆虫類　▶昆虫の起源　▶一斉羽化機構

〔 主な研究テーマ 〕
○ 地理的単為生殖昆虫の進化生態学的研究
○ 水中昆虫類における分子系統地理学研究
○ 節足動物類の多様性と進化生態学的研究

6 15

李 盛源 准教授

地下水中に含まれる
硝酸性窒素の挙動と浄化

水文環境学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶地下水汚染　▶浄化対策　▶安定同位体

〔 主な研究テーマ 〕
○水文環境汚染プロセスの解明よびその浄化対策
○安定同位体比を用いた生態系構造解析
●新潟県胎内川扇状地および胎内砂丘地における地下水の水質特性について

3 6 15

須田 知樹 教授

キーストーン種ニホンジカに
対する日本の森林生態系の反応

森林生態学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶動物生態学　▶保全生物学　▶野生動物管理

〔 主な研究テーマ 〕
○野生動物の分布拡大と人間との共存
●ヤマコウモリの季節的移動様式の解明
●外来生物は本当に悪者なのか？

15

後藤 真太郎 教授

環境のデータサイエンスを
学ぼう

環境管理情報学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶ GIS　▶リモートセンシング　▶プログラミング

〔 主な研究テーマ 〕
○農業遺産登録申請を目指した風土共創による SDGs イ二シャチブ
●水耕栽培におけるドローン・GIS による管理手法に関する研究
● LiDAR の点群データによる森林観測

3 12 17

Labs at the Department of Environment Systems

河野 忠 教授

環境の変化に伴う水資源と
水利用変化の解明

環境地下水学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶水質と水利用　▶水と自然災害　▶古水文環境

〔 主な研究テーマ 〕
○『名所図会』を用いた古水文環境の復元
●離島で生活水を得るために用いられた「シデ様雨水集水法」の有効性
●日本三大茶葉産地におけるお茶と水質との関係

6 14 15

安原 正也 教授

水質や環境同位体をトレーサーとして用いた
河川水・地下水などの動きの解明

流域物質循環研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶人間と水環境　▶水・岩石反応　▶水・物質循環

〔 主な研究テーマ 〕
○浅層地下水系への深部起源流体の混入・拡散プロセス
●東京都品川区の浅層地下水の水質形成プロセス
●長野県上田市の酸性河川水と扇状地の地下水の交流

6 9 15

渡来 靖 教授

局地気象のシミュレーション研究、
全球・総観規模の気象

大気物理学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶大気大循環　▶気候学　▶局地気象

〔 主な研究テーマ 〕
○対流圏ジェット気流の長期傾向
●秩父盆地における雲海の特徴と発生機構
●日本における竜巻発生環境場の特徴

1311

向高 新 助教

化学分析による
物質循環解析

水圏環境分析化学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶マイクロプラスチック　▶安定同位体比　▶窒素循環

〔 主な研究テーマ 〕
○大気 – 植物間の窒素循環を定量的に理解する
○水環境中マイクロプラスチックの分析
○安定同位体比計測法などの分析法の開発

6 1514

吉田 紀彦 教授

環境や IT の
知的データ処理基盤

環境情報データ処理基盤研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶センシング＋ IoT　▶分散 AI　▶次世代インターネット

〔 主な研究テーマ 〕
○センサネットワークの高度活用
○アンサンブル学習に基づく分散 AI
○レジリエントなインターネット

9 11

青木 和昭 講師

機 械学習を用いた
環境情報の分析

環境情報処理研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶機械学習　▶パターン認識　▶ ICT 教育

〔 主な研究テーマ 〕
○決定木を用いた大規模データ分析手法の開発
●機械学習を用いた防災システムに関する研究
● ICT 教育環境の構築・運用と情報教育の研究

4 9 13

松本 倫子 助教

環境や社会の
ネットワーク分析

環境情報ネットワーク学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶ネットワーク　▶プログラミング　▶知的エージェント

〔 主な研究テーマ 〕
○相互依存ネットワークの分析
○ネットワークの動的最適化
○知的エージェントによる画像輪郭抽出

9 11

増田 耕一 教授

エネルギー保存と
水の質量保存から気候をとらえる

物理気候学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶気候システム　▶地表面熱収支　▶時空間情報

〔 主な研究テーマ 〕
○グローバル大気のエネルギーと水の循環
○大陸規模河川流域のエネルギーと水の循環
○先近代・近代の日本の年々の天候とその人間社会への影響

136

横山 和成 特任教授

生物の情報 解析技術を
世界の持続的発展に活用

生物システム情報学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶生物多様性　▶統計物理学　▶複雑系科学

〔 主な研究テーマ 〕
○土壌微生物多様性による農地の生命力可視化
○土の生命力活用農業の健康増進と地域振興力
○環境保全型農業の付加価値化と食料安全保障

2 12 15

清水 隆一 助教

固体試料の化学分析を
活用する環境科学

固体環境化学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶岩石化学　▶重金属汚染　▶蛍光 X 線分析

〔 主な研究テーマ 〕
○ 日本列島の形成に伴うマグマ活動の変遷
○ XRF 法を用いた有害重金属量の簡易評価

12
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Department of Geography

地 理 学 科

〔 Topics 〕

学科の特長

地域連携・地域貢献プロジェクト

人文社会系と
自然系が

融合
分野の第一線で活躍する教員のサポートのも
と、まちづくりや都市、環境、農業、自然

保護や環境問題といった幅広い分野
から「本当にやりたいこと」を

選び、追究できます。

バラエティ
豊かな

フィールドワーク
「海外フィールドワーク」をはじめ、学年毎に多

彩な調査地を訪れる「地理基礎巡検」、まち
づくりや自然保護に取り組む 3 年次の

「地理学セミナー」等、豊富な機
会を設けています。

1万人以上の
OB・OGを

輩出する伝統
1947 年に文学部地理学科としてスタートした本
学科は、発展的に改組しながら歴史を刻ん

できました。貴重な図書・地図資料を
所蔵し、各界に多数の優秀な人

材を輩出しています。

学びの領域

自然地理学地図・GIS・測量

人口や経済、都市構造、交通、観光
等の要素をとおして、人が与えられた
自然条件にいかに適応し、また一方
でその恩恵を受けながら、どのように
活動しているかに注目します。人間活
動の効率性を追求しつつも、同時に
社会の安定と平和のあり方を考えて
いきます。また、現代社会が抱える
諸問題を理解し、その解決のために
人びとがどのような役割を果たしてい
くべきかを考えることも、この学問分
野で取り組むべき使命です。SDGs
との関連では、持続可能な社会の構
築、人びとが安心して生活できるため
の地域づくりの実現のため、質の高
い学びをとおして、課題解決への貢
献をめざします。 

地図のしくみや地図表現の基本、地
表に存在するものの位置や形を正確に
計測する測量技法、自らが現地調査
で取得したデータを地理情報システム

（GIS）に取り込み地図化する方法を、
実践的に学んでいきます。地理学の学
修において、事象を空間的に整理し、
計測・表現することは、問題の分析や
共有化に欠かせない技術であり、自然
環境や人間活動のさまざまな問題点を
顕在化させます。このような技能によっ
て、人びとの生活や福祉の状態を正
しく把握することは、平和な社会の構
築につながります。また、地図や測量
技術をベースにした地理的思考は、グ
ローバル・パートナーシップを大きく
活性化させます。 

地形学、気候学、水文学を軸に、地
球上のあらゆる自然現象を扱い、それ
らの相互作用についても研究します。
例えば、「河川水量の変化」について
は、気象災害や地下水の変化、農業
や生活様式等、人間活動に対する影
響といった多角的な視点や、１年間だ
けでなく100 年～ 10 万年という長期
間のなかで気候変動を考えることが
重要です。その一方で、気候変動に
ともなう植生の変化が河川水量へど
のように影響するか、といった反対方
向の作用についても考えます。幅広い
視野から、水と衛生、気候変動、陸
域生態系や森林の問題等を中心に、
SDGs の多岐にわたるゴールにアプ
ローチしていける分野です。 

人文地理学

地理学科では、希望学生が教員とともに地域連携や

地域貢献に取り組むプロジェクトを実施しています。

過去には、熊谷や日光の地域活性化や防災対策、ネ

パール地震で被災した学校に世界地図を贈る活動等

を行いました。また、取り組んだ成果をまとめたパン

フレットも作成。これらをとおして企画立案力、やり

遂げる力、自分の意見を発信する力等、社会で活躍

するために必要な能力を身につけることができます。

旅行業務取扱管理者資格対策講座
〔 Expert 〕

自由度の高い選択科目制
〔 Basis 〕

スキルアップ講座
〔 Expert 〕

細やかな指導が可能なクラス制
〔 Basis 〕

エクステンション講座
〔 Basis 〕

おもに、高校で「地理」を選択していない学

生のための専門講座で、専任教員と学科の

上級生から授業の内容や課題についてのサ

ポートが得られます。また、上級生は指導に

あたることで、相手に説明する力や自身の理

解度の向上につながるため、双方に有益な学

びの場となっています。

研究の深化や、プレゼンテーションの質の向

上のために、スキルアップをめざします。講座

では、おもにパソコンのソフトウェア・イラス

トレーターを用いた作図法、統計処理ソフト

SPSS を用いた統計処理を修得。専門性の高

い技術は、就職活動や将来にも役立ちます。

地理学科の 1 年次、2 年次の主な必修授業で

は、5 クラスに分かれたクラス制を採用し、少

人数で授業を行っています。全学年に担任が

いるため、学修面できめ細かい指導を受けら

れることはもちろん、生活面や就職活動等に

ついても、相談したり助言をもらったりするこ

とができます。

旅行代理店等で旅行プラン作成、旅行責任管

理者を担うための国家資格です。専門家によっ

て熊谷キャンパスで開講される講座で、毎年

全国平均を上回る合格者が出ています。

地理学科合格率（2021年度）

　国内旅行…50.0％（全国平均 40.9％）

　総合旅行…30.0％（全国平均 6.2％）

卒業に必要な 126 単位＊のうち、20 単位以

上を自由に選ぶことができます。研究の完成

度向上ために専門性を深めたり、視野を広げ

るために別の分野を選択する等、目的にあわ

せて柔軟に授業を選択できます。

＊専門科目 68 単位以上、教養的科目 28 単位以上、　　　

　学部共通科目を 10 単位以上。

学修サポート
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　 東日本 大 震 災をきっかけに、 世 界

の自然 災 害と防 災を学 びたいと地 理

学 科 に 進 学。 授 業はグル ープ ワーク

が多く、仲間との意 見交換をとおして

主体 的な学 修 姿 勢と広い 視 野を得ら

れます。2 年 次には、ニューカレドニ

アでの炭 鉱 開 発と生 活 文化を調 査す

る海 外フィールドワークに参加。地元

の人びとから生きた情 報を得られたこ

とは 貴 重な経 験 でした。 今 後 は、 自

然 地 理 学と防 災について専 門 的に 研

究していく予定です。そこで 培った知

見をもとに、 持 続 可 能な 社 会 の実 現

に重 要と考える、 世界 の 水 供 給 率 の

平 等 化や災害 対 策、 食 品をはじめ多

様な資 源の 循 環 利 用等に貢 献できれ

ばと考えています。

ケアロジー
私の

CARELOGY

ケアロジー
私の

CARELOGY
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11
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　 地 理 学では、 地 形、 地 質といった

自然的要素から、観光、交通、都市、

文化といった人文的要素までを幅広く

扱います。複雑に絡み合う物事を解き

ほぐしていくことに、 面白さを感じて

います。 入学 当 初は自然 災 害 に 興 味

がありましたが、基 礎を学ぶうちに観

光の分野に惹かれるようになり、人口

地 理学 研究室で観 光 化が 進む地元 金

沢市における景 観づくりについて調査

しました。 研 究 活 動 では 物 事を多 面

的に見る力や、自ら情 報を収集すると

いった、フィールドワークの経 験も役

立ち、納得のいく成果を出すことがで

きました。 卒 業 後は 地 元 の 公 共 交 通

機 関 に 就 職します。 在 学 時 に修 得し

た分析力と実行力を発揮し、「住み続

けられるまちづくり」の 観 点から、人

や環 境にやさしい公共交通システムを

提案できる人材に成長したいです。

地理学科 2 年〔取材時〕
新潟県立新潟江南高等学校出身

Profile

地理学科 4 年〔取材時〕
石川県立金沢西高等学校出身

Profile

18  CARELOGY × SDGs

多様な分野を学ぶ地理学科では

問題に対して、どのような解決がめざせるのか。

自分の学びや仕事、取り組みたい SD G s について

学生と卒業生に聞きました。

What's your
Carelogy?

I N T E R V I E W

My growth process

〔 地理学科 〕

Department of Geography

〔 1 年次 〕基礎地図学および実習
地 域の 分析に欠かせない地 図の読 み

方、分布図の 描き方 等の 基 本 的スキ

ルを修 得。地 理学の入門 的な授 業で

すが、 卒 業 研 究には欠か せないもの

でした。

〔 内定先：北陸鉄道株式会社 〕
石 川 県 内 の 鉄 道 や 路 線 バ ス、 観 光 バ ス、

高 速 バスの 運 行を行っている会 社です。 地

理 学 で 培 った「 地 域を分 析 する力」を 生 か

して、業 務 上の問 題を調 査し、改 善 策を提

案したいとアピールしたことが 内 定 につな

がったと思います。

〔 2 年次 〕フィールドワーク
三宅島を訪れ、火 山 地 形や島民の 防

災 意 識 につ いて 調 査をしました。 写

真や 映 像 ではわからないことも、 自

分 の目で見て 確 認 することで、 理 解

が深まりました。

〔 3 年次 〕海外フィールドワーク
中 国 の 北 京 市 と ハ ル ビ ン 市 に て 実

施 。街がきれいでキャッシュレス化が

進 んでいる現 代 的な中 国 のいまを目

の 当たりにし、 体 験 することの 重 要

性を再認識しました。

〔 4 年次 〕人口地理学研究室
卒 業 研究の 進 捗を定期 的に発 表する

場では、 仲 間 から自分では 気づけな

い 指 摘を受けながら、 多角 的な分 析

ができました。またプレゼンテーショ

ンの技術も上達しました。

2年生Interview

4年生Department of Geography
Interview

Department of Geography
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5 8

　高 校 生の 時から、目標は 地 元 の災

害・防 災分 野への貢 献。現 在は栃 木

県庁の総合土木（農業土木）職として

公 共 工 事 の 事 業 計 画 策 定 に 従 事し、

農 地 や 農 業 用 水 利 施 設、 防 災 減 災

施 設 の 整 備 等を行っています。 工 事

の立 案に際しては、 大 学 時 代 に 水 文

地形 研究 室で学んだ地 理学の 研究手

法 や 水 文の 知 識を用いて 調 査し、 問

題 の 把 握・解 決 に 努 めています。 ま

た事 業に関わる分 野 や立 場 が 違う人

との円滑な意 見 交 換や的 確な提 案に

は、河 川や人口等、専 門 外 の 学 修で

得た 幅 広 い 知 識 が 生きています。 い

まの 技 術 者としての目標は、「 過 疎 化

による地 域の活力低 減 」「自然災害に

よる 被 害」等 の 問 題 の 解 決 へ の 糸 口

を見つけ出し、 安 心 安 全な農 作 物を

普及させること。そのために取り組み

たいのはレジリエント（ 強 靭）な地 域

づくりです。 “ 県 のコンサルタント ”

として、今後も農家の方々の暮らしを

守り、 防 災に 貢 献できる事 業を実 現

していきます。

　旅行業界へ進んだきっかけは、世界

の自然 遺 産への 興 味 から国 家 資 格で

ある旅行業務取扱管理者の「国内」と、

難 易度の高い「総合」に合格したこと

です。 現 在は、 資 格 講 座や自然 地 理

学 研究 室で身につけた知 識をもとに、

店 舗 でお 客 様 へ旅 行 の 販 売を行って

います。在 学 時にフィールドワークを

とおして物 怖じせず人と接し、物事を

根気強く追求する姿勢を身につけまし

た。 いまの目標は、 柔 道 部で 鍛 えた

負けず嫌い精神を生かし、店舗の売上

トップになること。今後はクルーズ 旅

行について新たに学び、販売担当と情

報共有しながらよりよい商品開発に挑

戦したいと考えています。そんな現在、

関心が高まっているのが「性別」や「労

働」に関わる問題。誰もが働きやすい

会 社からお客 様 へ最 高の旅を提 供す

るために、固定観 念にとらわれず、業

務や職 場をより良くする意 見を、積 極

的に発 信していきたいと思います。

20  CARELOGY × SDGs

大学院修士１年次には、紀伊半島の奇絶峡をフィール

ドワーク。起 伏が大きく、谷底には直径 10m を超え

る巨 礫 が 積み重なるように 堆 積 する現 場 にて、 侵 食

抵抗性の違いによる「ひき岩群」や、岩 盤を水流が侵

食した「滝の拝」等の地形を調査。

在 学 中に 地 域自然 誌 科目群 の 授 業「自然 計 測 実 習」

内で実施した、野外での植物 観察フィールドワークの

様 子。熊 谷キャンパス内の 樹 木の 樹 形や 樹皮、葉の

特徴を観察し、植物分類を特定する「同定」を行った。

My collage days My collage days 
Department of Geography Department of Geography

卒業生 卒業生Department of Geography Department of Geography
Interview Interview

佐藤 志乃　さん
株式会社エイチ・アイ・エス〔取材時〕

地理学科 2016 年度卒業
岩手県立不来方高等学校出身

Profile

岡部 将大　さん
栃木県農政部農地整備課　調査計画担当　技師〔取材時〕

地理学科 2014 年度卒業
大学院 地理空間システム学専攻 2016 年度修了
栃木県私立文星芸術大学附属高等学校出身

Profile

16



Focus on
研究室

地理学科の研究室

山田 淳一 講師

地域の資源を新たな発想で
交通に生かす

22  CARELOGY × SDGs

幅広い分野を取り扱う地理学科は、研究室も個性豊かです。

いずれも積極的なフィールドワークで人びとの暮らしや自然の営みを観察・分析しながら、

他と協力して大きな問題に取り組み、提言できる人間力の向上をめざしています。 ○は担当教員の研究テーマ
●は所属学生・院生の研究テーマ

小松 陽介 教授

自然の本質を理解し
大きな課題に挑戦する

日本の山は、険しい山や穏やかな山とい
う形状 だけでなく、地 域 によって植 生や
土壌、水流の有無等も異なります。この
ような違いが生じる原因の一つに地質や
地質構造があげられ、土砂災害や土地利
用等、人間生活に影響することも多いの
です。野 外 調 査は危 険なこともあります
が、豊かな自然のなかで自分が生かされて
いることを強く実感できます。近年は防災
に関連する就職先を希望する学生も多い
ですが、いきなり発展課題としての自然災
害を研 究するのではなく、まずは身 近に
ある自然との対話をとおして、自然の本質
を理 解するトレーニングが必 要です。教
員、学生同士がともに助け合い、議論を
しながら人間的な成長もめざしています。

鈴
木 

厚
志 

教
授

地
図
化
を
と
お
し
て

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

私たちの周囲にある建物や植物を表現するには、まずそれらの数を
把握して、表やグラフにする作業が必要です。しかし、それだけで
は地理的な考察は十分とはいえません。地理学は、地図による表現
を古くから大切にしてきました。地図化すると、分布やその状態の
変化、ほかの現象との関係がよくわかり、新たな発見につながります。
この研究室では「地域調査と地図表現」をテーマとし、フィールドワー
クで獲得した情報の地図表現と分析に力を注いでいます。表現には、
地理情報システム（GIS）を積極的に活用します。最近の卒業研究
では、土地利用、交通問題、消費行動、自然災害等からみた、地
域の分析と評価に関する研究が多く行われています。

日常生活や産業活 動と深く関 係している “ 交 通 ”。この交 通は、
地域社会や産業の変化のなかでしばしば大きな問題となり、交通
現象の実態分析や地 域に応じた交通インフラの形成、維持策の
検討等が必要になります。この研究室では、地域連携をとおして
交通地 理学を地域の活性化に結びつける実践的な学びを展開し
ています。ここでは、自らの足を使って地域の生きた情報を収集
することや、そのためのコミュニケーション能力が必要です。さら
には政 策や制度、業 界の理 解も大 切。地 域 全 体の自然、歴 史、
文化、産業、景観、人とのつながり等にも着目することで、交通
と地域の活性化をつなぐ「企画力」の修得をめざします。

6

6

14

Labs at the Department of Geography

交通地理 研究室

水文地形 研究室

地
理
空
間
表
現 

研
究
室
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島津 弘 教授

自然の探求、
自然景観形成過程の解明

自然・環境地理研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶自然環境　▶自然災害　▶自然誌

〔 主な研究テーマ 〕
○山地河川の土砂移動と河川環境の形成
●関東・東北豪雨による土石流流下と河床形状の関係
●伊達盆地における地形分析による内水氾濫予測

1 11 15

阿由葉 司 特任教授

転換期の地域博物館の
諸問題

地域博物館研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶地域資源　▶歴史と自然　▶博物館

〔 主な研究テーマ 〕
○戦後日本における地域博物館論の系譜について

4 1711

深瀬 浩三 特任准教授

産業地域の構造と
存続・発展戦略の研究

産業地理・地理教育研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶地域と産業　▶フードシステム　▶地理教育

〔 主な研究テーマ 〕
○農産物産地の生産・流通システムの再編成に関する研究
○食料・農業・農村問題に関する研究
○地理教材化・授業実践に関する研究

3 4

地域の水環境と
人・まちとの関わりの探求

原 美登里 准教授

水・環境情報地図研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶水環境　▶まちづくり　▶地域連携

〔 主な研究テーマ 〕
○湧水・井戸・水路などの身近な水環境の保全
○スイスにおける給水形態
●岐阜県郡上市八幡町における水環境

6 11 13 1 10 16

11 16 17

金 延景 助教

エスニック集団とホスト社会をめぐる
多文化共生の真相

都市・文化地理学研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶エスニシティ　▶外国人労働者　▶多文化共生

〔 主な研究テーマ 〕
○エスニックタウンの形成・変容メカニズム
○グローバル都市における多文化接触領域
○外国高度人材の国際移動と定住プロセス

10 11 16

岡村 治 教授

都市―
村落関係論

歴史地理研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶景観変遷　▶地域変化　▶都市村落関係

〔 主な研究テーマ 〕
○定期市 - ムラとマチ、マチとマチを繋ぐネットワーク -
●地域密着型スポーツクラブの社会連携とその動向
●三国街道金古宿における交通機能の変遷と景観変化

11 12

川添 航 助教

宗教・観光現象を地域社会の
変化から捉え直す

宗教・観光地理研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶宗教活動　▶国際移住　▶観光と地域

〔 主な研究テーマ 〕
○国際移住プロセスにおける宗教の役割
○東アジア地域における宗教活動の転換
○地域住民の観光化への対応

9 11

伊藤 徹哉 教授

都市地域の形態的・社会的・
経済的変化の解明

応用都市地理研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶都市変容　▶都市再開発　▶都市政策

〔 主な研究テーマ 〕
○多元的競争下での持続可能な都市空間再編
●大型商業施設進出後の周辺商業地の変化
●コンパクトシティ政策による都市構造の変化

8 9 11

14

横山 貴史 特任講師

小規模漁業の
存続形態と持続性

漁業地域研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶海洋資源の利用と管理　▶津波災害と復興　▶フィールドワーク

〔 主な研究テーマ 〕
○日本の沿岸漁業・養殖業の地域的展開
○ 津波災害からの漁村の復興過程
○チリ共和国における小規模漁業と先住民

吉田 国光 准教授

二次的自然の持続的利用を
可能とする社会

社会地理研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶資源利用　▶生業活動　▶村落社会

〔 主な研究テーマ 〕
○小規模家族農業の展開と社会ネットワーク
○生業活動を通じて景観が維持される仕組み
○ローカルフードと「地域らしさ」の消費

山田 淳一 講師

交通地理学の応用と
地域連携の実践

交通地理研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶交通地理学　▶港湾地域研究　▶地域連携

〔 主な研究テーマ 〕
○港湾の変容と地域社会との関係
●若江線沿線住民と利用者の路線認識と評価
●秩父鉄道における観光化の展開と主体間関係

貝沼 恵美 教授

アジアの経済成長に伴う
空間構造の変化

英語圏・国際開発研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶異文化理解　▶地域開発　▶地域研究

〔 主な研究テーマ 〕
○開発途上国における持続可能な発展
○フィリピンにおける頭脳流出問題と労働力移動
●千葉県一宮町のサーフィンによる地域活性化と課題

1 108

113

鈴木 厚志 教授

Mapping fo r
Human Welfa re

地理空間表現研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶地図化　▶ GIS　▶地理空間情報

〔 主な研究テーマ 〕
○アメリカ合衆国と日本における地理地図学の展開
○宮古・八重山諸島におけるマラリア有病地の空間表現
●川崎市における道路交通問題の分析と評価

10

片柳 勉 教授

地域資源を活かした
まちづくり

比較都市地理研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶まちづくり　▶地域活性化　▶地域連携

〔 主な研究テーマ 〕
○景観まちづくりにみる地域の記憶
●花を活かしたまちづくりの展開と課題
●リノベーションによる空き家・空き店舗活用

11

小松 陽介 教授

山地の地質と
地形・風化・水の関係

水文地形研究室

〔 学びのキーワード 〕
▶地形プロセス　▶降雨流出過程　▶災害科学

〔 主な研究テーマ 〕
○山地・丘陵地における河川水系網の発達
○湿潤地域の山体地下水と降雨流出過程
●新潟県十日町市における素掘り隧道マブに関する研究
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